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主体 的な学習活動 を通 して、国語 への関心 を深め、 自 ら学 ぶ意欲 を高 める指導 の在 り方

1主 題設定の理 由

1高 校生の言語生活

現代の高校生 を取 り巻 く言語環境 につい て考 えてみ ると、身近な人 との会話 のや りと りか

ら始 ま り、書籍 、新聞、雑誌 、テ レビ、ラジオ等のマス コミやパ ソコンに よる通信 に至 る ま

で 、様 々な言語情報 が氾濫 している。 まさに生徒 は、情報社会のただ中で生活 してい る とい

える。 しか し、生徒 の言語活動 を観察 してみ ると、多 くの言葉が氾濫す る中で、逆 に一つ 一

つの言葉 の重 みがな くな っている場合 が多 いこ とに気付 く。現代の若者 には、軽 い 「ノリ」

の会話 を楽 しむ一方、言葉 による コミュニケーシ ョンを通 して、 自他の差 異 を認め合い なが

ら、 しっか りと した人間関係 を構築 する ことを避 ける傾向があ る。一つ一つの言葉 に しっか

り向 き合 うことで 自己 を認識 し、他者 を発見す るこ とがで きるとい う、言語 に対す る信頼 感

や 関心 、言葉 に 自覚 的であろ うとす る態度が希薄 になってい るように考 えられ る。

生徒の言語生活 の様 々 な場 面で、言葉 に よる認識や表現 に対 して無 自覚 な態度が見 られる。

言葉 に より自己の内面 を認識 し、表現 する ことが十分 にで きないため、 自己紹介 を書 こ う と

して も、 自分 について分か らない、何 を書 いてい いのか分か らない、 とい う生徒 も少 な くな

い。 また、 自分の感情 を言葉で認識 して分析 し、コ ン トロールす ることがで きず に、短絡 的

な思考 や行動 に走 る場合 も出て くる。 自分の感情 を言葉で表現す る と して も、 「うざい」 や

「だるい」 「むかつ く」「きれる」 といった類型的で画一的 な単 語 の細切 れ な羅 列で 仲 間同士

の連帯 感 を確かめ るだけで安心 し、それ以上に踏 み込 んで他 とは違 う自己 を見つ め ようとは

しない。携帯電話等の通信機器の普及 もあ って、 自分 と同質の狭 い範囲の仲 間同士 の 日常 的

なお しゃべ りは極 めて活発であ るが、仲間以外 の人間、初対面や不慣 れな人 とのコミュニケー

シ ョンとなる と、 自分の思いや考 えを的確 に言葉 で表現す る必要が 出て くるため、不安 や抵

抗 を感 じる ようであ る。

2高 校生 の国語 学習

この ような状況 におい て、生徒 に言葉の もつ力 を再認識 させ 、言語 に対す る信頼 感や関心

を回復 させ るこ とは、国語教育の重大 な課題である。教育課程審議会 の答 申(平 成10年7月)

には、国語の 「改善の基本方針」 として 「言語の教育 と しての立場 を重視 し、国語 に対 す る

関心 を高め国語 を尊重す る態度 を育 てる」 こ とが挙げ られている。普段 の授 業で、教師は、

ともす る と定期考査 や受験等 を意識 して、一方的 な講義形式の授 業に よる知識の注入や、事

項 や内容の教 え込 みに終始 して しまいがちである。 また、生徒 も、教員 が発 す る質問 に 自分

で考 えるこ とをせ ず、答が示 されるのを待 って、その ままノー トに書 き写す傾向があ る。 教

師 な らだれ もが、生徒 に主体 的に 自らの言葉 で考 え、他者の言葉 に耳 を傾 け る経験 を させ る

指導が必要 だ と感 じているはずである。

3研 究 のね らい

そ こで本研 究 においては、「主体的 な学習活動 を通 して、国語 へ の関心 を深 め 、 自 ら学 ぶ

意欲 を高める指導の在 り方」 を研 究主題 と して設定 した。「主体 的 な学 習活動 を通 して」 と

したのは、生徒 に言語の力の有効性 を認識 させ 、言語活動 を行 うこ との楽 しさを感 じさせ る

ため には、生徒 自身が主体 的に学習す る中で、充実感 や達成感 を得 る活動 を経験す る以 外 に
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ない と考えたか らであ る。主体的な学 習 を通

して、 自ら学 び、自 ら考 える力 を養 うとい う

こ とは、生徒が主体 となって、他者 の言葉 を

聞 き、読み、 自分 の言葉で考 えて、その問題

点 を発見 し、自己を見つめ直 し、 自分の考 え

をま とめ 、さ らにそれを他者 に向けて話 し、

書 くとい う過程 を経験す るこ とであ る。 その

ため には、一方 的な従来 の学習 の在 り方 を転

換 した、言葉 に よる 自他 のコ ミュニケー シ ョ

ンの成立 を可能 にす る協 同的な学習活動 を準

備 しなければな らない。教育課程審議会 の答

申には、「互い の立場 や考 えを尊重 して言 葉

で伝 え合 う能力」 や 「自分 の考 えを もち、論

理的 に意見 を述べ る能力」 を育 てるこ とを重

視す るこ とが述べ られているが、この主 体的

な学習活動で は、 自分 の思 いや考 えを言葉 に

よって深め 、他者 に向かって表現 で きるよう

自ら学ぶ意欲

学ぶ ことの喜 び

国 語 へ の 関 心

↑
言語へ の信頼感

/
主体的な学習活動

になるこ と、そ して、言語 に よるコ ミュニケー シ ョンを通 して自己 と他者 を認識 し、学 ぶ こ

との喜 びを実感 で きる ようになるこ とが重要 な目標 となる。また、生徒が主体的 な学習 活動

を経験す る中で言語へ の関心 や信頼 を もち、国語へ の関心 を深 める ようにす るこ とが大切 で

ある。こ うした指導 に よって、生徒 は、思考 し、認 識 し、表現す る上 で、言語が重要 な役割

を果 してお り、生 きる力 につなが ってい ることを理 解で きる。そこか ら言語 を尊重す る態度

が生 まれ、自 らの認識 能力 を高 め、コ ミュニケーシ ョン能力 の向上 に努 め ようと、 自ら学ぶ

意欲 を もつ こ とが期待 で きる。つ ま り、主体的な言 語活動 の積 み重 ねによ り、生徒 は 自ら学

ぶ こ との喜 びを知 り、言葉 の もつ可能性、重み を実 感 し、 さらに積極 的に学 ぼ うとい う意欲

を もつ 、 と考 えて研究主題 を設定 した。

H主 題解明の方法

1解 明の方法

初 めに、生徒 の国語学習 の実態調査 を行 った ところ、残念 なが ら、国語が好 きな教科 の上

位 に上が らない とい う結果 が出た。その原因は、教材 の示 し方 と指導方法の両方 にある と考

え られる。国語 の授業 では、本来 、生徒の興味 ・関心 を集 めるはず の古今 の名作 を中心 と し

た教材が 、生徒 自身の新鮮 な読 みを導 く素材 と しては機能せず 、与 え られた解釈 を理解 す る

ための材料 として存在 しているこ とが多いのではないだろ うか 。

そ こで、本研究 は、理解 するこ とに偏 りが ちな授業 を行 うこ とが多 かった、 とい う反 省 を

出発点 とした。生徒 は、他者 の話 を聞 き、自ら話 し、得 た ものを書 き、他者 の書 いた もの を

読 む ことで、一 人一 人が掛 けが えのない存在 と して授 業に参加 している とい う意識 をもつ こ

とが で きる。この ような指導方法 を研究す るために、学習 の主体 を生徒 に置 き、主体 的 な学

習活動 として、グループでの話 し合い を中心 に した問題 解決学習 を設定す るこ ととした。具
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体的 には、3つ の指導方法 について研 究 を行 った。

まず、 日常生活 にお いて生徒 を取 り巻いている言語情報の活用 を中心 に据 えた授 業の研 究

を考 えた。情報社会 を生 きる生徒 たちに必要な言語能力 として、 コミュニケー シ ョン能力 の

育成 を図 るこ とを重視 し、「言語情報 を活用 し、主体的 な調べ学 習 を通 して 、生 活 に生 きて

はた ら く言語の力 を養 い、自 ら学ぶ意欲 を高める指導 の工夫」 について研 究 した。 また、従

来扱 って きた伝統 的教材 を用 い、指導法 を工夫するこ とで、生徒の意欲 を引 き出す授業 につ

いて研 究す る とい う立場 か ら、教材 と して現代 文及 び古典 を扱 うこと とした。現代文で は、

生徒の想像力 を生 かす ことで主体性 を引 き出す とい う観点 か ら、小 説教 材 を取 り上 げ 、 「小

説の主体的 な学習 を通 して、自己を見つめ直 し、想像 力豊 かに読み味 わい 、自 ら学ぶ意 欲 を

高め る指導の工 夫」 について研究 した。そ して、古典 では、音声言語 としての美 しさと読 み

継がれ るに足 る内容 的に豊か な ものが含 まれている とい う点 を考 え、古文教材 を取 り上 げ、

「古 典の主体 的な学習活動 を通 して、古典 に親 しみ、関心 を深め る ことで 、 自 ら学 ぶ意 欲 を

高め る指導の工夫」 につ いて研究 した。

2研 究の方法

「言語情報 を活用 し、主体 的な調べ学習 を通 して、生活 に生 きて はたらく言語の力 を養い、

自ら学ぶ意欲 を高 める指導 の工夫」 においては、教室 の中で生徒が 、与 え られた教材 につ い

て教師の講義 を受 ける とい う学習形態 を脱 した ところに、主題 の解明 の方向 を探 った。学習

課題 を国語 とい う教科 の枠 を越 えて設定 し、調べ学習 を行 う過程で 、生徒 自らテーマ を決め、

自分で選 んだ資料 を読 み、生徒 同士で意見 を交換 する。 さらに学習 を通 して考 えた意見 を書

くとい う主体 的な学習活動 によって、国語への関心 を深めるこ とが可能 になるであろ う。

「小説の主体 的な学習 を通 して、自己 を見つめ直 し、想像力豊 かに読み味 わい、 自ら学 ぶ

意欲 を高め る指導 の工夫」 においては、生徒の主体 的な読 みを尊重 し、 自らの想像力 を生 か

した読みが成立す るこ とを経験す ることによ り、国語へ の関心が か き立 て られ、学 ぶ意欲 が

高 まるような指導 の在 り方 を探 った。その際、教材 を読 み進 めてい く上で の課題 を生徒 の側

か ら引 き出す ための指導方法 について工 夫 し、生徒 の主体 的な読み を促す ようにした。また、

グループによる学習活動の 中で意見 を交換 す る場 を多 く設 け、個人 の読み を補 う、集 団の 力

を発揮 させる ことを念頭 に置い た。 グルー プでの話 し合 いをま とめ る過程で は、テ ィー ム ・

テ ィーチ ングを取 り入 れて、「話 す ・聞 く」 「書 く」力 の育成 を図 り、 「読 む」 力 との相 乗効

果 を生み出す こ とで、国語へ の関心が深 ま り、 自ら学 ぶ意欲が高 まるこ とを期待 した。

「古典の主体 的な学習活動 を通 して、古典 に親 しみ、関心 を深 めるこ とで、 自ら学 ぶ意 欲

を高め る指導の工夫」 にお いては、教師の一方的な知識注入 に よる現代語訳 に とどまる こ と

な く、どの ように生徒 の主体 的な学習活動 を組み入れ、古典 に対す る理解 を深 め られるか を

問題 とした。 国語へ の関心 を深 めるため には、読み継 がれて きた古典 の原文 その もの を味 わ

うこ とが最 も効果 的である と考 え、他の生徒 が音読 した もの を 「聞 く」 こ とか ら出発 し、

「話 す ・聞 く」 「読 む」 「書 く」 とい う全 領域 を学習活動 の中に取 り入 れ る こと を考 えた。 ま

た 、自 ら学ぶ意欲 を高 めるためには、学習 の 目標 を明確 に示 す こと、 また、学 んだ成果 を 目

に見 える形で知 る ことが有効 であ ると考 え、 自己評価 も取 り入れて研 究 を行 った。
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皿 指 導の実際

1言 語情報 を活用 し、主体的 な調べ学習 を通 して、生活 に生 きてはた らく言語 の力 を養い、

自 ら学 ぶ意欲 を高 める指導の工夫

1.単 元名 自分 の個性 に応 じた主体 的な調べ学習 を通 して、意見文 を書 く。

※研 究授業 は、第3学 年 「国語表現」 で実施。

2.教 材 言語情報(新 聞 ・雑誌 ・説明文 ・論説文 ・意見文等)

3.単 元の 目標,

① 身近 な言 語情報 に好奇心 を抱 き、 自らの内に課題意識 を育てる ことがで きる。

② 自らの課 題 を解決す るため に、主体 的に調べ学習 に向かい、課題の解 決に必要な資 料 の

集 め方 、調 べ方 を積極的 に学ぼ うとす る。

③ 思考力 ・判 断力 をはた らかせて課題 の解決 に努め 、解決の過程 について論 理的 に表現 す

るこ とが で きる。

④ 対話 ・討議 ・発 表 によって、相手 の立場や考 えを尊重 して話 し合 う態度 を養 うことが で

きる。

4.単 元設 定の理 由

(1)生 涯学習 と自 ら学 ぶ意欲

急激 に変化す る社会 の中で、主体 的、創造的 に生 きる人間 を育 成する ことが、 これか らの

学校 教育 に求 め られている。社会 の変化 に主体的 に対応で きる能力 とは、総合 的な思考 力 ・

判断力 ・表現力 にほかな らない。 この ような能力 を育成するために、知識注入型 の教 師主導

の授 業 を転 換 し、学 び手で ある生徒の主体的 な学習活動 を中心 に据 えた授業 を創造 しよう と

計 画 した。

現 在、 この よ うに学習の転換が求め られている ことは、社会が生涯学習社会へ と移行 し、

学校 における学習の意味が大 きく変化 している ことと無縁 ではない。す なわち、卒業 して学

業 はそ こで終わ りと してい た従来の学校観か ら、生涯学習の基礎 を築 く所であ る とい う学 校

観へ の転換 である。

生涯学 び続 け る意欲 と能力 を持 った人間 を育成す るため に、 これ までの教 え込み による画

一的 な指導 か ら
、 自ら学ぶ意欲 を高めるための主体的 、個性 的 な学習へ と転 換 していか なけ

れ ばな らないのである。つ ま り、 自ら学ぶ意欲 を育て るため に、作 業的な学 習や、問題解 決

的 な学習が求 め られるのである。

② 生活 に生 きてはた ら く言語 の力

学習 を転換す るためには、指導方法 の転換が図 られ なければな らない。読 む ことに よって

培 われた思考力 を、表現 力 と結 び付 けてい くことが必要なのではないか。豊 かな読解 力 を培

うことは、 同時 に、表現力 を育成す るような総合 的な学習が必要 なのではないか。読 む こ と

に よって生み 出され た考 えを、「話 す ・聞 く」 とい う活動 とともに、「書 く」 こ とに置 き換 え

てい くべ きで はないのか 。す なわ ち、読む、書 く、話す 、聞 くとい う学習活動 を、総合 的 に

組織 すべ きで はないか と考 えたのであ る。

また、教材 について も転換 していか なければな らない と考 えた。す なわ ち、既成の有 名 な

作 品 とともに、生徒の実生活 に根 ざ した言語情報 を も、教材 と して採 り上げ るべ きで はない
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か と考えたのであ る。

こ う した学 習の転換 によって 目指すべ きものは、自立 した学習者 の育成 と、互いの個性 を

認 め合 い、新 しい社会 を共 に生 きるとい う共生 の精神の育成 にほかな らない。 自立 した学 習

者 とは、 自らが、 自らの生活の中に、問いを発見 し、そ れを自分の力で解決す る力 と意欲 を

もち続 ける者 であ る。 自立 した学習者 の育 成は、社会の変化 に主体的 に対応す る能力 を培 う

こ とで もある。

また、お互 いの個性 を認め合 う共生 の精神 を身につ けるこ とは、互い に他 を尊重 して、豊

か な コミュニケー シ ョンによ り学 び合 うこ とにつ なが り、生涯学習の基礎 を培 うことである。

そ して、この共生の精神は、対話や討議 を基 本 とした協 同学習 を通 して生み 出され て くる も

の である。

(3)言 語情報 の活 用

以上 の ように、生徒 の生活 に根 ざ した学 習内容 に焦点 を当てて、「話 す こ と、聞 くこ と」

「書 くこと」、「読 むこ と」 とい う各領域の学習活動 を総合 的に組織 す る指導 方 法 を想 定 し、

生徒 の 日常生活 を点検 した とき、情報社会 に対応 した学習が必要であ ると考 えた。 これか ら

情報化が一層 進展す るとい う前提 に立 って、生徒が言語能力 を具体的 に活用す る場面 を考 え

て みる と、国語 の能力 とは、社会 に存在す る様 々な情報 を収集 し、選択 し、分析 し、事 実 に

潜 む真実 を見抜 くとい う情報受容 能力であ り、また、い くつかの情報 を総合 し、加工す るこ

とに よって、 自らが社会 に向けて情報 を発信す る とい う情報発信能力 にほか な らない。

この ように、情報社会 において は、国語教育 も、言語生活 におけ る情報の教育の側面 を受

け持 たなければ ならない以上、教育内容 として、生徒の生活 に即 した言語情報 として言 葉 を

とらえ、言語情 報処理能力(言 語情報 を分析 する能力及 び言語情報 を活用す る能力)を 育成

していかなければ ならない と考 えた。すなわち、これか らの社会 を情報通信社会 と規定 す る

視 点か ら、教 育内容 を検討 し、生活 に即 した言語情報教育 としての授業 を研究 したい と考 え

たのである。

この ような考 えに基づいて、教育内容 ・教育方法 につ いて基本方針 を立 て、言語情報 を教

材 とした調べ 学習 を設定 し、生徒 一人一人 が、独 自に学習す る問題解決学習 に取 り組 み、 そ

の後 で、協 同学 習(相 互交流)へ と展開す る授業 を構想 した。

この授業 におい ては、生徒 の 日常生活や経験 に即 した内容 を学習 してい く過程 を授業 に取

り入れた。 日常生活や経験 に即 した学習 とは、言 い換 えれば、 自分の生活 の中に問 いを見 つ

け、その問い を問題意識 にまで育 て、そ して、その問題 を解決す る学習の こ とであ る。 した

が って、学 習課題 も国語の枠 にと らわれる ことな く、い くつか の教科 に共通す る課題 、つ ま

り、教科横 断的 な課題 を採 り上げ ることと した。 また、学 び合 う集団 の育成 も忘 れては な ら

ない。生徒 同士 の対話交流 による協 同的な学習集 団をつ くるこ とは焦眉の 問題であ る。そ の

ような集団において こそ、言語生活 に必要 な言語 能力 を育成す るこ とがで きるので ある。

さらに、本単 元の結 びと して、生徒 自らが情報 の発信者 となる場面 を設 けた。情報社 会 を

生 きる生徒 に は、情報 を選択、処理で きる能力だけでな く、発信で きる能力が必須 とな って

くるか らであ る。

以上の ような観点 か ら単元 を設定 し、次の ような指導案 を計画 した。
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5.学 習活 動の概要(8時 間扱い)

(1)第1次(2時 間)

① 本単元 における学習 の意義 について理解 を深 め、授業全体の見通 しをつけ る。

② 「言葉」 ・ 「環境」 ・ 「教育」 ・ 「ジェンダー」 ・ 「戦争」の5課 題 について参考資 料

を配布 し、手が か りとなる知識 を与える。

③ 参考資料 を基 に して、各 自が調べたい と思 う課題 を選択 し、自分のテ ーマ を決定す る。

(2)第2次(2時 間)

① ワー クシー ト 「調べ学習の手順」に書 き込みなが ら、図書室で調べ学習 を行 う。

② 調べ学習 によって気付い たこ と ・分かった ことを踏 まえて原稿 用紙 に意 見文 を800字 以

内で記 す。

(3)第3次(1時 間)【 本時5/81

① グループ ごとに自分の書いた意見文を発表 し、改 めるべ き点 について相互 に批評 し合 う。

② 批評 を受 けて修正す る必要がある と考えた部分 に傍線 を引 き、その傍 らに修正内容 の メ

モを記す 。

③ 批評 に基 づいて修正 し、清書 を提 出す る。意見文 を回覧する。

(4)第4次(2時 間)

① 各 自が選択 した、言葉 ・環境 ・教育 ・ジェンダー ・戦争 の5課 題 に、それぞれ分かれ、

グループ討論(各 自の調査 につ いての紹介 と意見 交換)に よって、グループで一 つの意見

文集 をま とめるための主題 と構成 を決定す る。

② 意見文集 の主題 と構成 を基 に話 し合い 、各 自が分担する部分 を決 める。

③ テ ーマ につ いて、図書室 で調べ学習 をす る。

④ グルー プご との意見文集 をつ くる。

⑤ 学級全体 に対 し、グループの意見文集 を発 表す る。意見文集 の結論部分 を音読 し、その

ような意見 に至 った話 し合いの過程 を説明する。

⑥ 発表の良 し悪 しを相互評価 し、優 れた意見文 につ いての理解 を深め る。

(5)第5次(1時 間)

① 自分の意見 を 「投 書用紙」 に記 入 し、新聞社 に発送す る。

② 他校 の生徒 と、意見文で交流 をす る。(意 見文集 の交換)

6.指 導の工夫

(1)本 単元 を設定 した理 由 と学 習の意義 を説明 し、学習者が、授業 の全時 間について、見 通 し

を もって授業 に臨める ように配慮 した。生徒が学習内容、学習形態 とともに、学習 の 目標 を

理解す るこ とは、学習 活動 を活発 にす るだけで な く、 自ら学 ぶ意欲 を高 める上 で効果 的で あ

る と考 えたか らである。

② 生徒の個性 、興味 ・関心 に よって課題が選べる よう課題選択学 習 とした。 日常 の言語 生活

において 、言語情報 の中か ら、 自らの課題 とするテーマを選 び、調べ学習 を通 して意見 文 を

書 く学習 にお いては、生徒 の個性 、興味 ・関心 を生 かす ことが大切 であ る。

(3)情 報の発信者 としての自覚 を促すため に、投書 な どを利用 し、意見 を発信 させた。 また同

一の指導計画 を実施 した学校間で意見文集 を交換 し
、よ り広い意見、批 評 を学ばせた。
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7.本 時 の指導(5/8)

(1)本 時 のね らい

① テーマについて 自分の意見 を もち、発表す ることがで きる。

② 他者 との意見 交換 を通 して、 自分 とは違 うものの見方 、考 え方 に気付 くこ とが で きる。

③ 他者 との意見 交換 を通 して、自分の考え を深める と同時 に、他者の意見 を も尊重す る こ

とがで きる。

(2)本 時の学習 の流 れ

主 な学習の流 れ(∠=7生 徒)

1
同 じテ ーマ を選 んだ者 同士 で

.

グ ル ー プ に分 か れ る。

「

テ ー マ に基 づ く意

7

/意 見文を各自発表する・/

「F

教師の指導 ・援助(○ 留 意点、◆ 評価)

2

○ 生徒 の選択 した課題 に基づ き、 人数 を

勘案 してグループ数 に配慮す る。

○ 活発 な意見交換が行 われるようにグルー

プの構成 に配慮す る。

テ ー マ に基 づ く意 見 文 の 交換 を し よ う。

3意 見文 に対 する批評 を行 う。

批評 を参考 に して意見文 の修
4

正 をす る。

5意 見文 を清書す る。

○ 他者 に伝わ るように発 表 の仕 方 に工 夫

す るよう助言する。

◆ 自分の意見 を発信 で きてい るか。

○ 意見 の出やすい雰 囲気 を作 り出す。

○ 批評 の観 点は主題 ・構成 ・叙 述 と し、

5段 階で評価 をつ け させ る。

◆ グループ内で活発 な討論 が行 われ てい

るか。

○ 意見文 の内容 を修正する際には、グルー

プ内の批評 を生か して考 え直す よ う助言

す る。

(3)評 価 の観点

① 各 自が それぞれのテーマについて調べ学習 を行 い、 自分 の意見 を もつ ことがで きたか。

② 自分 の意 見 を他 者 に伝 わる ように発信で きたか。

③ 他者の意見 を聞 き、積 極的な学習活動(批 評、修正)が 行 えたか。
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8.生 徒 の学習状況

本単元で は、生徒各 自が 自分の選んだ課題につ いて調べ学習 を行い、意見 文 を作 成 し、 さ

らにその意見 文 を生徒相互 に発表 し、批評 を行 った。批評の観点 は主題 ・構 成 ・叙述 の3点

と した。その後各 自が その批評 を参考 に して意見 を修正 してい った。

調べ学習 において も、発表、批評 において も、積極 的、自主的 に学習 してい く姿が見 られ、

生徒 は主体的 な学習活動 の喜 びを感 じ取 ったと思われる。

(1)「 教育」 を選んだ生徒Aの 事例

① 参考資料 提 示 した資料;『 日米比較高校生意識調査』(千 石保著)よ り

探 した資料;「 命 もらって人間は生 きる」、「共 に学 んだ地域 ・仕事 ・在 日」、

「学校 の動物 「こう飼 う』先生 に手引 き書」、「中等教育 に校 種

を変更へ」、「若い人が尋 ねる質問」(新 聞記事 、雑誌記事)

② 参 考資 料 を基 に して論述 した意見 文の要 旨

「い じめ を撲滅 す るため には この社会 に 『正義』の土壌 を作 る心 の革命 が必要 である。

また、い じめてい る子 には、その心 に安定 を もた らす ことが、 まず必要 とされている。 さ

らに、い じめ られてい る子 は、不 当な攻撃 に耐 える自信 と内面の強 さとを もつ ことが必要

だ。悪 に悪 を返 さない ことが最 善の手段 である。」

③ 「教 育」 グル ープでの質疑応 答(一 部)

〔質 問 〕 〔回 答 〕

「『悪 』 とは具 体 的 に は どの よ うな意 味 か 。」 ⇒ 「良 識 あ る一 般 人 か ら見 て 、倫 理 に 反 す

る こ とで あ る。」

「『不 当 な攻 撃 に耐 え る 自信 と内面 の 強 さ』 と ⇒ 「相 手 の 非 を指摘 し、 い じめ をは ね つ け

は 、 ど うい う意 味 か 。」

「い じめ に 対 して 『耐 え る 自信 と内 面 の 強 さ』

を もて な い ほ ど精 神 的 に追 い 込 まれ て しま ⇒

った 場 合 は ど う した らよ いの か 。」

④Aの 意 見 文 に対 す る総 合 評 価(5段 階)

57人 、4-5人 、3-5人 、2

*他 の 生 徒 に対 す る評 価 に比 べ 、

Aの 意 見 文 に対 す る感 想 ・批 評(一 部)

・ 「納 得 で き る 。原 因や 対 策 が 分 か りや す く、

る強 さ を もつ とい う こ とで あ る。」

「身近 な人 に相 談 す る こ とだ 。 ま た 、 小

さい と きか ら 、精神 的 に強 くなる よ う、

育 て て い くこ と も大 切 だ。」

0人 、1 0人

5の 評価 が多 い 。

⑤

とて も良 い。」

「問 題 提 起 を よ りは っ き りさせ る。 い じめ と大 人 の社 会 を関 連 づ けた 視 点 が 良 い。」

・ 「私 もい じめ に勝 つ 勇 気 、い じめ に耐 える 自信 を もっ た方 が よ い と思 っ た 。」

・ 「『正 義 』 とい う言 葉 が よ く分 か らな い
。 この 『正 義』 の説 明 が ほ しい 。」

・ 「『正 義 』 の土 壌 を作 る心 の革 命 、 とい う言 葉 にス ケ ー ル の 大 き さを感 じた 。」

⑥Aの 意 見 文 の修 正

「耐 え る 自信 と内 面 の 強 さ」 を育 て るた め の家 庭 教 育 と、 精 神 的 に追 い 込 まれ た と きの

対 応 につ い て 付 け加 え た。
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⑦Aの 事後 の感想

「私 は昔か ら文章 を書 くこ とや討論が好 きである。だか ら今 回の授業 は楽 しかった。本 を

読み、意見 を もち、それを戦 わせ る。 とて も面白い と思 う。また、普段 は考 える機会 の な

い様 々な問題 に触 れる時間を もつ ことがで きて、 よい勉強 になった。 この ような授業 を受

けるこ とが で き、国語表現 を選択 して良か った と思 う。」

(2)「 戦争」 を選 んだ生徒Bの 事例

① 参考資料 提示 した資料;「 太平洋戦争」(家 永三郎著)よ り

探 した資料;「 第2次 世界大戦」(「選択世界史」の授業 プ リン ト)

「日本 に説教資格 ない」、「東京大空襲か ら50年 」(新 聞記事)

② 参考資料 を基 に して論述 した意見文の要旨

「あるア メ リカの新聞 に 『日本は(連 合 国の行為 に対 して)説 教す る資 格 は ない。』 と

い う内容 の記事が掲載 されたが、あの太平洋戦争 の発端 を考 えれば、その とお りだ と思 う。

南京大 虐殺 も従軍慰安婦 も人道 を踏み外 していたか ら起 きて しまったのか。人道 を踏 み外

す原因は人間の 「欲』 と 『偏見』であ る。 これ らは人 を変貌 させ、人 と しての 自覚 を失 わ

せ る ものだ。」

③ 「戦争」 グル ープでの質疑応 答

〔質問〕
「なぜ こ の テ ーマ に した の か 。」

「人道 を踏 み外 さ ない た め に は ど

う した ら よい の か 。」

④Bの 意 見 文 に対 す る総 合 評価(5段 階)

57人 、44人 、36人 、20人 、 ユ0人

*Aに 対 す る評 価 と同 じ く、5の 評 価 が多 い。

⑤Bの 意 見 文 に対 す る感 想 ・批 評(一 部)

・ 「文 は読 み や す い 。 しか し、 これ か らの こ とにつ い て も一 言 欲 しい 。」

・ 「内容 が 濃 い 。 い ろい ろ な事 件 が織 り まぜ てあ って 、 とて も興 味深 く読 ん だ。」

・ 「この 文 章 で 従 軍 慰 安 婦 につ い て 考 え 、改 め て彼 女 た ちの 無 念 さ を思 っ た 。」

・ 「戦 争 に 対 して の ア メ リ カ と 日本 の 立場 が よ くわか った 。 しか し過 去 の こ とか ら未 来 の

た め に何 か 得 な けれ ば な らない 。 そ の言 及が なか った 。」

⑥Bの 意 見 文 の 修 正

「『これ か ら』 に対 す る言 及 が 欲 しい 。」 とい う数 人 の批 評 を受 け 、 「学 校 教 育 の 中 で 戦

争 と平 和 に対 す る意 識 を深 め る 一教 科 を設 け る。」 とい う意 見 を新 た に加 え た 。

⑦Bの 事 後 の感 想

「まず 第一 に感 じた こ とは 、調 べ て 、意 見 文 を書 い て 非常 に 疲 れ た 。 しか し、 そ れ 以 上

に知 識 を手 に入 れ た と思 う。 こ こ までつ っ こ んで 調 べ た こ とが な く、過 去 を知 り、 自分 の

教 養 を深 め る こ とが で きた 。」

〔回 答 〕

⇒ 「日本 は 『被 害 者 意 識 』 が 強 い と外 国 で 批 判 され

て い る と知 っ た。 人 間 と して の 自覚 を もっ と も

つ べ きだ と思 った か らで あ る。」

⇒ 「まず は教 育 の 力 に頼 るべ きだ 。 学 校 で 繰 り返 し

掘 り下 げ てい く。」
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9.考 察

本単元 では、 自らの知的好奇心 を喚起 して自分 たちを取 り巻 く世 界に 目を向け、主体 的 な

学習 に よって 自分の意見 をもつ ことので きる力 を養 うことを目指 し、身近 にある情報 を活 用

して調べ学習 を行 い、 グループで討論す る学習活動 を設定 した。新 聞、雑誌等 の情報 を有 効

に活用す る ことので きる力 を養い、将来に生か して ほ しい と考 えたか らである。

今後 、生 涯学 習 を視 野 に入れた学校 の役割 として、問題解 決的な学習 を支える情報探 査 の

能力 の育成 があげ られ る。本単元 において も、学校図書館 を積極 的に利用 して、情報 を収集、

処理す るこ とも学 ぶ授 業 となる よう工 夫を加 えた。学校図書館 が学習 の場 となるのは もちろ

ん、情報 セ ンター と して も活用 で きる ことを踏 まえての ものだ ったが、参考図書の整備な ど、

司書 との連携 をうま く図れ なかった ことは、今後の課題 と して残 った。

「生徒 の知 的好 奇心 を刺激するには どうした らよいか。」本 単元 にお け る最 大 の課題 は こ

のこ とであった と思 う。当初は、課 題 を一 つに絞 っての授業 を考 えていた。 しか し、価 値 観

の多様化 してい る生徒 の現状や、あ ま りに も受 け身になってい る授業態度 などの検 証か ら、

言葉 ・環境 ・教 育 ・ジェンダー ・戦 争の5つ に課題 を増や し、生徒 の興 味 ・関心 に基づ いて

自 らテーマ を考 えられ るように工 夫 した。その結果 、生徒はテ ーマ を身近な問題 と して とら

え られる ようにな り、調べ ようとす る学習意欲 も増 したように思われる。教師が与 えた5つ

の課題が あった とはいえ、 自らテーマを求 めての調べ学習は、生徒 に新 たな発見 をもたらし、

意欲的 に取 り組 む姿勢 を見る ことがで きた。時 に雑談 と映る グループ討論 の場 において も、

友 人の意 見に少 なか らず刺激 を受 けていたようであ る。討論 後の意見文作成の場 においては、

つ たな くとも、 自ら表現 し、意思 を伝 える ようにさせた。 こうす ることに よ り、言葉 を媒 介

として生 み出 される ものへの関心 を もたせ るこ とがで きると考 えたか らであ る。 こう して ま

とまった意見 は、意見 文集 と して まとめ、他校 と交流 した り、新聞等へ投 書 した りとい う形

で意見 の発信へ とつ なが った。 また、本単元の終了後 には、教科書 の意見 文 を教材 と した授

業へ と発展 させ 、その理解 を深 めた。

この ような問題解 決的 な学習 においては、新 たな知識 を得 る ことによって 自らの考え る視

点が変化 してい くさまが見て とれる。初 めはこう思 っていた とい うことが、調べ学 習や討 論

を通 して、 よ り強い もの になった り、独 りよが りの ものである ことに気付 いた りと、その 変

化 は様 々であるが 、他 人の意見 を聞いた上で 自らの視点 を変える ことがで きる ようにな った

こ とは大 きな収穫 であった。中には、与 え られた題材への感想 を書 くだけで、 自らの調べ 学

習 に対 して消極 的な生徒 も見 られた。事前の指導の 中で、提 示 した情報 はある一面 か らの も
う の

の であって、それを鵜 呑み には しない態度 を育て たい と説明 した後だけに残 念であ った。

本単元 の評価資料 は、で きあがった意見文 と個人の ワー クシー ト、 グルー プ討論 の様 子 な

どか らなるが、意見文の質疑応答における生徒の評価 も活用 したい。 どの生徒 も、調べ る こ

との大変 さを体験 したか らか、 よ く調べ てある者や 、自分の意見 を主張 してい る者 を高 く評

価 していて、好 感が もて る。授業全 体 を通 しての生徒の感想に は、話 し合 うことの面 白 さを

書 いている ものが多か った。話 し合 う機会 を取 り入れ ることで、 自らの疑問点 を明 らかにし、

受 け身でない授業態度 を作 り出す ことがで きるだけで な く、他人の意見を尊重 する態度 も養

われる と思 うので、今 後 に生 か したい。
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2小 説の主体的 な学習 を通 して、自己 を見つめ直 し、想像力豊 かに読み味 わい、

自 ら学 ぶ意欲 を高 める指導の工夫

1.単 元名 小説 を主体的に読 み、 自己 を見つめ直 し、考えたこ とを表現す る。

(「国語1」 「現代 文」)*研 究授業 は、第3学 年 「現代 文」で実施。

2.教 材 太宰 治 「葉桜 と魔 笛」

3.単 元 の 目標

① 文章の中か ら読解の鍵 となる問題 点 を主体的 に探 し、整理す ることが で きる。

② 文章の大 きな流れ を理解 した上で、生徒一人一人の新たな視点に基づ き、想像力豊 か に

文章 を読み味 わ うこ とが で きる。

③ 文章 を通 して 自己を見つめ直 し、 自分の内面 を進 んで表現 しようとす る。

④ 他者 とのコ ミュニケーシ ョンを通 して 自分 の考 えを深め 、意見 を集約 した上で 、適切 に

発表す るこ とがで きる。

4.単 元設定 の理 由

一 つの正解 を求める授業 の在 り方 に慣れ た多 くの生徒 たちは、正解 としての 「読 み」 が与

え られるこ とを待 ち、 自ら作 品の世 界に入 り込 もうとは しない。個 々の生徒が 主体 的存 在 と

しての 自己を 自覚で きていない ことが 、その一因 と考え られる。この ような生徒 の状況 を考

えれば、種 々の教材 に描かれている多様 な生 き方 ・考 え方を想像 し実感す る力 を身に付 け る

ことは、以前 にも増 して重 要である と思 われる。多様 な生 き方 ・考え方 に対 して、共 感や 疑

問、反発 を抱 くこ とは、表現すべ き自己の発見へ とつ ながってい くと考えた。

課題が現象や事実 として示 されている他教科 に比べ 、国語科 においては課題 を発見す る営

み こそが大切で ある。本単元で は、解決すべ き課題 を生徒 自身が見つけ出す ことを出発 点 と

した。 また、具体的 な学習活動 を企図する際には、「話す ・聞 く、書 く、 読 む」 とい う作 業

をすべて含 むように設定す るため に、 グループによる学習活動 を中心 に据 える必要があ る。

予想 され る問題 として、一般的 な解釈 としての 「読み」 と生徒の発想 と しての 「読み」 と

の相違 をどの よ うに扱 うか、とい うことがある。生徒 の発想 を抑 え、従来の読み を重視 す れ

ば 、「自ら学 ぶ意欲」 を阻害 して しまう可能性があ る。 しか し、到 底解 釈 とは言 えな い感想

の羅列 だけで は、作 品を読 んだことにはな らない。そこで、主人公の立場か らの読解 を簡 潔

に済 ませ た上で 、生徒 の問題意識 を生か し、新たに別の登場 人物 に焦 点 を当 て 、い わば 「第

2の 人物」の立場 か ら、生徒 の個性的発想で内容 を補 いなが ら、想像力豊 かに作 品 を読み 直

す とい う指導方 法 を試 みた。この方法 は、文学的な文 章に限 らず 、論理的 な文章 において も

筆者 の主張 を見 直 し、 自己の考えを深めてい くことにつながる と期待 で きる。

教材 の 「葉桜 と魔笛」は よ く知 られた作家の手になる短編小説 であ り、読書量 の少 ない生

徒 で も関心 をもちやすい と考 えた。死の床 にある 「妹 」 に対す る 「私」 の思いや りに共感 を

覚 える一方で 、自分で 自分宛の手紙 を書 くという 「妹」の行為 を奇異に感 じる生徒 も少 な く

ない だろう。 また、「妹 」の 「青春 とい うものは、ずいぶん大事 な ものなの よ。」 とい う言 葉

は、「私」 にだけでは な く、作 品の世 界を越 えて多 くの生徒 の胸 に直接 訴 えか け る もの で あ

ると期待 され る。なお、この作 品には、今 日か ら見 る と人権上不適切 な表現が含 まれてい る

ため 、授業 に際 して生徒 に留意 させ た。
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5.学 習活動の概要(8時 間扱 い)

(1)第1次 ・導 入(3時 間)

① 事前説明

今 回の学習活動 の意 図につ いて簡潔 に説明 し、授業の流れ を理解 させ てお く。

② 通読

③ 「現在 と回想 とを区別す る段落分 け」、「文体の特徴 につ いての確認」、「登場人物 につ い

ての大 まかな把握」、「年 月に沿 った物語の展開」 の確認

④ 「第1の 人物(姉)」 か ら見た作 品の理解

姉 の心理 の動 きをた ど りなが ら説明す る。

⑤ 生徒 か ら疑問に思 う点 、追求 したい問題点 を提 示 させ る。(展 開で生 かす 。)

⑥ 初発 の感 想

※ 以 上 を、 ワー ク シー トに よ り生 徒 一 人一 人 が 学 習 す る 。

〈2>第2次 ・展 開(4時 間)

① 「第2の 人 物(妹)」 か ら見 た作 品 の 理 解(グ ル ー プ学 習)

そ の 際 、 導 入 で 生 徒 か ら出 され て い た 問題 点 を生 か す 。

② 「妹 自身 の 心 理 」 「姉 に対 す る心 理 」 「M.

グ ル ー プで 話 し合 い 、 ま とめ る。

【本時5/81

Tの 手 紙 の 再 現 」 とい う3つ の 項 目に つ い て

※話 し合 い で は 、必 ず 根 拠 と な る もの を挙 げ させ る。(表 現 ・経 験 ・見 聞 等 も可)

※す べ て の グ ル ー プが 同一 の 問 題 を話 し合 う。(ワ ー ク シ ー トに よる。)

③ 発 表(グ ル ー プで の意 見 を発 表 し合 う。)

ワ ー ク シ ー トに他 班 の 発 表 を聞 い て ま とめ る 。

④ 討 論(発 表 を 聞 い た後 で 意 見 の 交換 をす る。)

ク ラ ス の状 況 に よ り方 法 ・内 容 等 を検 討 す る。

(3)第3次 ・ま とめ(1時 間)

作 品 の 感 想 ・学 習 の感 想 を ま とめ る。 そ の 際 、 で きれ ば 自分 自身 の生 き方 を見 つ め させ る

よ うな もの にす る 。

6.指 導 の 工 夫

(1)第1の 人物 か らの読 み を土 台 に して 、 第2の 人物 に 焦 点 を 当 て て主 体 的 に読 んで い く こ と

で 、 自分 た ち の読 み の 中 か ら新 た な発 見 が あ る こ とに気 付 かせ た。 「8.生 徒 の 学 習 状 況 」

に示 した よ うに 、独 自の調 査 で 「M・T」 の 人物 像 を 豊 か に想 像 した例 もあ っ た 。

(2)グ ル ー プ学 習 で話 し合 う問題 点 を生 徒 側 か ら極 力 出 させ 、 自 ら課 題 を発 見 し、取 り組 む 上

で の 問 題 意 識 を高 め させ た 。

(3)グ ル ー プ学 習 にお い て 、項 目ご とに責 任 者 を決 め て 、 そ の責 任 者 に話 し合 いの 進 行 ・発 表

を させ る こ とに よ り、 グ ル ー プの 生 徒 全 員 が 学 習活 動 に参 加す る ように した。 さ らに 、グル ー

プ学 習 に お いて 、 「自分 の 意 見 」、「友 人 の 意見 」、 「グ ル ー プの 意 見 」 を記 入 す る ワ ー ク シ ー

トを用 い る こ とに よ り、傍 観 者 的 立 場 に な る生徒 をな く した。

(4)グ ル ー プ学 習 を よ り効 率 的 に行 うため 、 テ ィー ム ・テ ィーチ ング を導 入 し、二 人 の教 師 が

全 体 の 流 れ と グル ー プ 及 び個 人へ の指 導 と を分 担 し、 異 な る観 点 か ら助 言 を行 っ た 。
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7.本 時の指導(5/8)

(1)本 時のね らい

① 限 られ た叙述 か ら登場人物の心理 を想像 し、「手紙」 を書 く。

② 他者 との意見交換 を通 して、 自己の考 えを深める。

③ 互いの意見 を尊重 し、グループの意見 と して まとめる。

② 本時の学習 の流 れ

主な学 習の流れ([=]教 師、L=7生 徒) 教師の指導 ・援 助(○ 留意点、◆評価)

○ グルー プごとに適 切に援 助す る。

「M・T」 か らの最 後 の手 紙 を想 像 して 書 い て み よ う。

1 「M・T」 の人物像 を考 え させ る。

2各 自で手 紙 を再現 し、ワー クシー

トに 記 入 す る。

↓
グル ー プ 内で の 検 討 、討 議 を

3行 い、 よい表 現等が あれば ワー

ク シー トに記 入 す る 。

グル ー プ 内 の意 見 を ま とめ 、

4再 現 した手 紙 を ワ ー ク シ ー ト

に記 入 す る 。

5 本時の まとめ と次時の予告 。

○ テ ィ ー ム ・テ ィ ー チ ン グ に よ り 、T1

が 全 体 の 流 れ を進 め 、T2が グ ル ー プ 及

び個 別 に、 きめ 細 か く支 援 す る。

○ 「M・T」 に は 妹 の 願 望 が 投 影 され て

い る こ と、 本 文 は 姉 の 言 葉 で 表 現 され て

い る こ とを確 認 す る。

OT1手 紙 の 書 き方 につ い て 助 言 す る 。

T2グ ル ー プ に応 じ、助 言 す る 。

◆ 手 紙 の 内容 と して 必 要 最 低 限 の 事 項 を

と らえ る こ とが で きたか 。

OT1手 紙 の表 現 につ い て助 言 す る 。

T2相 手 の 考 え を 尊 重 した 適 切 な 話 し

合 い が な され る よ う助 言 す る 。

◆ 表現 に つ い て の 適 切 な 話 し合 い が な さ

れ て い る か 。

OT,・T2は グ ル ー プ に応 じ、再 現 作 業

につ い て 支援 す る 。

◆ グ ルー プの 意見 が手 紙 に 反 映 され た か 。

○ ワ ー ク シー トには 、助 言 を付 す 。

(3)評 価の観点

① 叙述か ら必要事項 を読 み取 り、 イメージをふ くらませ て表現す るこ とが で きたか。

② 他者 との意見交換 を通 して、相手の考 えを理解 ・尊重 しなが ら、グループ内の意見 と し

て まとめ る とがで きたか。
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8.生 徒 の 学 習 状 況

生 徒 か ら出 され た疑 問 を基 に 、 ワ ー ク シー トIIに 「妹 が 姉 に以 前 の よ う に甘 え な くな っ た

の は なぜ か?」 「妹 は ど ん な気 持 ち で 『青 春 とい う もの は、 ず い ぶ ん大 事 な もの な の よ。』 と

言 った の か?」 とい っ た 、妹 の 心 理 に関 す る課 題 を設 定 し、 グ ル ー プ学 習 を実 施 した。

妹 が 姉 に以 前 の よ う に甘 え な くな った の は なぜ か?… …A班 の 場 合

A班 の 班 員 の 多 くは 、姉 に対 す る 申 し訳 な さを理 由 と して 考 えて い た が 、 自分 の 寿 命 が

長 くない こ とを感 じて い る人 間 が どの よ うな心 理 状 態 に な るか 、 とい う話 題 に な り、 そ れ

を想像 しつ つ 話 し合 い を進 め て い た 。

(1)各 自の 意 見 「ず っ と姉 さん に 頼 っ て ば か りで 申 し訳 ない と 自覚 した か ら。」

「これ 以 上 、姉 に迷 惑 を か け るの はや め よ う と思 った か ら。」

(2)グ ル ー プで 話 し一 「姉 に優 し くされ る こ とで 、死 が 近 い こ と を実 感 す るの が 嫌 だ っ

合 っ た 意 見 た か ら、 少 しで もそ の優 しさ を遠 ざ け よ う と して 甘 えな くな っ

た 。」

(3)グ ル ー プ の 意見 の 根拠 一 「死 を 目前 の もの と自覚 した 人 間 が 、純 粋 に相 手 の苦 労 だ

け を考 え られ る ほ ど強 い とは 思 え な い か ら。」

(4)事 後 の感 想 「妹 は姉 を大 切 に思 って い る とい う よ り、死 の影 に常 に お び え て

い る よ うな感 じを受 け る。 や は り、死 とい う もの は 、人 を 変 え

る もの だ と思 った 。」

一 「青 春 は大 事 」 と言 っ た妹 の 気 持 ち は?… …B班 の場 合

B班 は最 初 、死 期 が 近 い妹 自身 の 後悔 との み と らえ てい た。 だが 、 グ ル ー プで の 話 し合

い の 中 で 、「姉 さん だ って 、 そ うな の ね 。」 とい う一 文 の存 在 に着 目 し、 姉 に対 す る妹 の 心

情 を考 慮 した 意 見 へ と変 わ って い った 。

(1}各 自の 意 見 「もっ と青 春 を楽 しめ ば よか った とい う後悔 。」

(2)グ ル ー プ で話 し 「自分 は 青春 を楽 しめ なか った こ と を後悔 して い るの で 、 せ め て

合 った 意 見 姉 には 青春 を味 わ っ て ほ しい 。」

また 、 グル ー プ学 習 の 一環 と して 、M・Tか らの最 後 の 手紙 の再 現 を試 み た 。本 文 中 に は

手 紙 を読 ん だ姉 の 「雷 電 に打 た れ た と きの 気 持 ち って 、 あ ん な もの か も しれ ませ ぬ 。 の け ぞ

る ほ どに 、 ぎ ょっ とい た しま した 。妹 た ちの 恋 愛 は 、心 だけの もの では なか った のです 。 もっ

と醜 くす す んで い た の で ご ざい ます 。私 は、 手 紙 を焼 き ま した 。一 通 の こ らず 焼 き ま した 。
ひき ょう

M・Tは 、そ の 城 下 まち に住 む 、貧 しい 歌 人 の様 子 で 、卑 怯 な こ とに は妹 の病 気 を知 る と と

も に 、妹 を捨 て 、 も うお互 い忘 れ て しまい ま しょ う、 な ど残 酷 な こ と平 気 で その 手 紙 に も書

い て あ り、」 とい う告 白 が記 され て い る。 ほ と ん どの 生 徒 が 、 こ の 記 述 を基 に 手 紙 の 内容 を

想 像 す る と と もに 、姉 がM・Tを 名 乗 っ て書 い た手 紙 の 文 体 を まね て 再 現 して い た 。

M・Tか らの 最 後 の 手 紙 の 再 現 … …生 徒Cの 場 合

信籍呈綺翻 鷲 型麗 論勲 鷲 醜 縞皇篶ρ舞
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① 島根県 に現存す る城 、及び城跡 を調べ る。(14カ 所)

② ① で調べ た もの の中か ら、 日本海沿いの ものを探す。(父 のそ の後 の転任 先 であ る松

江 を除 き、3カ 所)

③ インターネ ッ トで② の3市 の市役所 に問い合わせ る。(3市 とも、「浜田市ではないか」

との回答。)

④ 浜 田市か らの回答 にあった人 口のデータ等か ら、小説 の舞 台を浜 田市 と推測す る。

生徒Cは 、浜 田市 は水 産業が盛 んで、特 に秋か らのいか釣 り漁 がその中心 である こ と

を知 り、「去年 の秋」 に書かれた とされるM・Tか らの最後 の手紙 を再現 した。
がけ

「今 日 も、 い つ もの よ う にお城 の 近 くを通 っ て 、海 岸 の 崖 まで 散歩 しま した 。 そ ぞ ろ 歩

くの は 良 い で す ね 。 こ ん な僕 で さえ 楽 しめ て しま い ます 。 も う少 しす れば紅 葉 の季節 です 。
しようぜん

あ な た と見 た桜 は、 今 で は黄 ば ん で しまっ て い て 、 な ん だか 情 然 と して い ます 。 ま る で あ

な た の よ う に見 え ま した。 崖 か ら眺 め る景 色 は 、今 の季 節 、 そ れ は も う素 晴 ら しい もの で
いさりぴ

す よ。 は るか 沖 合 に見 え る漁 火 が 、 何 と も形 容 しが た い美 しさで す 。」(一 部)

ワ ー ク シ ー トll(部 分)
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9.考 察

授 業 の 中で 生徒 の 「主 体 的 な読 み 」 が どれ ほ どで きて い るの か と問 わ れ る と、 自信 を も っ

て 答 え る こ と は難 しい。 か とい っ て 、根 拠 の な い解 釈 を生徒 に させ て お い て 、 その ま ま放 っ

て お くわ け に もい か な い。 この 矛 盾 をい か に して克 服 して い った ら よい のか 。今 回 の研 究 は、

こ こ を出 発 点 と して 始 め られ た 。

「第1の 人 物 」 か らの 読 み は 、 生徒 の作 業 を 中心 に した とい っ て も、従 来 か らの 方法 と さ

ほ ど変 わ ら ない もの で あ る。 こ こ に時 間 を か け過 ぎる と、 生徒 が飽 きて し ま う恐 れ や 、 深 読

み し過 ぎて 生徒 の 主 体 的 な読 み が 出 て こな い恐 れが あ る。 この 点 に 関 して 、 「時 間 の 経 過 に

そ っ た 穴埋 め プ リ ン トの 答 を確 認 す る」 とい う作 業 の 中で 手 際 よ くで きた のが 、 ス ム ー ズ に

第2次 へ と進 め る土 台 と なっ た 。

グ ル ー プ学 習 を取 り入 れ た 第2次 で は 、 な るべ く生 徒 側 か ら提 起 され た 問題 点 や 、考 え て

み た い項 目 を生 か して ワー クシ ー トllを 作 成 す る こ とを心掛 け た 。 しか し、事 前 に 説 明 した

に もか か わ らず 、 姉(第1の 人 物)の 独 白体 とい う小 説 の 性格 もあ っ て 、妹(第2の 人物)

に 関 す る 問題 点 よ りも、 姉 に関 す る問題 点 の指 摘 が 多 か った 。結 局 、 ど う して も抜 か して は

な らな い項 目に つ い て は教 師側 か らあ てが う形 に な ら ざ る を得 ず 、更 な る工 夫 が 必 要 で あ る

と感 じ られ た 。

グ ル ー プ学 習 とい って も、話 し合 い を て きぱ き と進 め させ る こ とは か な り難 しい 。各 項 目

ご とに 司会 役 を 決 め る よ うに指 示 したが 、 こ れ に よ り生徒 自身 に よる グ ル ー プ 内 の運 営 が 可

能 に な っ た の で は な い か と思 わ れ る 。 ま た、 傍 観 者 的 に な っ て しま う生 徒 に対 す る工 夫 と し

て 「自分 の意 見 」、 「友 人 の意 見 」、 「グ ル ー プの 意 見」 を記 入 させ 、提 出 を義 務 づ け たが 、 強

制 とは い え予 想 以 上 に効 果 が 上 が っ た。

グ ル ー プで 話 し合 う と きに 、 グ ル ー プ に よ って 話 し合 い の進 行 状 況 が ま ち まち に な る の は

仕 方 の な い こ とで あ る が 、押 さえ な け れ ば な ら ない ポ イ ン トを全 く外 して話 が 進 ん で い る と

きに 、必 要 以 上 の手 助 け とな らな い よ うに的 確 にア ドバ イ スす る の は 、時 間 的 な制 約 もあ っ

て か な り難 しい 。 そ の点 、話 し合 い の時 間 にテ ィー ム ・テ ィー チ ング を取 り入 れ て 、 ポ イ ン

ト別 に各 班 を二 人 の教 師 が 回 る こ とに よ って 、 よ り的確 な ア ドバ イス を行 うこ とが可 能 に なっ

た 。 そ の 結 果 、遅 々 と して話 し合 いの 進 ま ない班 も何 とか話 を ま とめ て い くこ とが で きた の

で は ない か と思 う 。

今 回 の授 業 に対 す る生 徒 の 感 想 の 中で 、 「自分 と違 った 他 の 人 の 意 見 を 聞 くの は お も し ろ

い 。」 とい っ た もの や 、 「自分 で 考 え なけ れ ば い け な いか ら難 しか った け れ ど、 姉 妹 の 気 持 ち

が とて も よ くわ か っ て よか った 。」 とい う もの が 多 く目に つ く。 この 小 説 で 描 か れ て い る 人

を思 い や る気 持 ちや 青 春 とい う問 題 につ い て も、今 の 自分 の 生 き方 と照 ら し合 わ せ なが ら深

く追 求 して い る もの が 多 か った 。全 体 と して は今 まで と違 って 、 自分 で 読 ん だ とい う実 感 を

もっ た 生徒 が 多 く、一 定 の 成 果 を得 た と考 え られ るだ ろ う。 とは い え 、何 の ア ドバ イス も与

え ず に生徒 だ け に まか せ る と、単 に 「優 しい」 「寂 しい」 「悲 しい」 とい っ た 表面 的 な読 み で

終 わ らせ て しまお う とす る班 もあ り、教 師側 か ら直接 与 える こ とな く、 も う一 歩 進 ん だ 読 み

に た ど り着 かせ る た め に苦 慮 す る と ころ もあ っ た。
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3古 典の主体 的な学習活動 を通 して、古典に親 しみ、関心 を深 めることで、

自ら学ぶ意欲 を高 める指導の工夫

1.単 元名

古典 の言葉 に触れ ることを通 して理解 を深め、 日記 文学 に描 かれた人物像 につ いて、 自 ら

考 え親 しむ。(「国語1」 「古典1」)※ 研究授業は第3学 年 「古典1」 で実施 。

2.教 材 『更級 日記』 よ り 「源氏 の五十余巻」(参 考教材 として 「石山詣で」)

3.単 元 の 目標

① 自ら音 読 し、他者の音読 を聞 くことで、古文の美 しい響 きに慣 れ親 しむ と同時に、 そ こ

に描かれた心情や情景 を想像 し、主体 的に読 みを深めてい こうとする意欲 を高める。
い

② 重 要 な語彙や文法 を理解 し、作 品の内容 を正 しく読解す る。

③ 学習内容 を把握 し、 自分 自身の成果 を評価 し、次の学習 に生かす習慣 をつける。

④ 作 品か ら登場人物 ・作者の心情 を読 み取 り、自分 自身の問題 に照 ら して考 える。

4.単 元設定の理由

初め に、生徒 の古典学習 に対す る意識 を探 るため 、4校 で ア ンケー トを実 施 した(1年

120名 、2年114名 、3年83名)。 学校 ・学年 差 もあるが 、全体的 に① 語彙 ・文法 に対 して特

に抵 抗があ る、②時代背景 ・風俗習慣 等 に関する講義 は好 むが 、語句や文法が難解で 、訳 す

の に困難 を感 じる、③ ね らいや学習方法が分か らない、な どの理 由か ら、古典 は意欲的 に取

り組 もう とい う意識 の もちに くい科 目に位置付け られているこ とが分か った。

しか し、時 代を越 えて読 み継が れて きた古典文学 には、その時代 を反映す る、あ るい は現

代 に通 じるよ うな人 間の在 り方が描 かれてお り、 自然観 、人生観 、社会観 、宗教観 な ど様 々

な思想や情緒 を読 み取 る ことがで きる。 この ような古 典文学 を学ぶ こ とで、我が 国の歴 史 や

文化 を学 び、理解 し、尊重す る態度 を養 うことがで きるはずである。 また古典 の語彙 の学 習

を通 して、国語へ の関心 を歴 史的な面 か ら高め られ ると同時に、言語感覚 をも豊 かにす る こ

とがで きる と考 え られ る。

また教育課 程審議 会答 申では、古 典学習 にお いて も3領 域1事 項 の学 習活動 を取 り入 れ る

こ とで 、読 む ことの能力 を伸 ば し、古典 に親 しむ態度 を育成す ることを求めている。教材 と

して 「古 典」 を用いて も、文法偏重 ・注釈主義 を脱却 した新た な学習活動 を工夫すれば 、そ

れ らは可 能であ り、上記の ような古典学習の現状 を改善で きる と考 えた。

教材 と して は、「更級 日記 』の 「物語(源 氏の五十余巻)」 を選 んだ。中古の 日記文学 には、

筆者 の人生観等が生 き生 きと描かれ てい る。 また物語性 も強 く、人 々の思 いや感情 を知 り、

古 典のお も しろ さを実感す るための教材 と してふ さわ しい作 品が多い。特 に教材 に選 んだ章
たんでき

段 は、物語 にひたす らあこが れ耽溺 していた少女時代 が生 き生 きと描かれ ているばか りで な

く、人生経験 を経 た筆者が 、そんな少女時代 を懐疑的に見つ めるな ど、人生 の在 り方 を考 え

させ る内容で もある。あ こが れや夢 中になれ るもの を追い求 めがちな高校生 に とって、関心

を もちやす く、 自己に照 ら して鑑賞す るに もふ さわ しい作 品である。

こ うした作 品の読解 と鑑賞 に当たって、「話す ・聞 く」「読 む」 「書 く」 活動 を生徒 個 人 の

学習 に止 まらせず、相 互 に意見 や感想 を交流 ・深化 させ られる よう工夫す る ことで、作 品 の

読解 と鑑賞 が一層深め られ るとともに言語 能力の向上 に も寄与す ることがで きると考えた。
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5.学 習活動の概要(8時 間扱い)

(1)第1次(1時 間);音 読 を通 して古文の音韻 に親 しみ 、学習意欲 を高め る。【本 時1/8】

① 対面読み を通 して、人の音読 を聞 き、作 品へ のイメージを作 る。

② 今後の学習の深化 によって、 どの ように読 みが変 わるか確認するため、音読 を録音する。

③ 本文 を掲示 し、付箋 を使 って疑問点を指摘 し合い 、学習すべ き箇所 を自ら見つ ける。

(2)第2次(3～4時 間);作 品の内容 を知 るための学習。

① 生徒が指摘 した疑問箇所 を中心 に意味 を確認 し、作 品の内容 を理解す る。その他の部 分

は、現代 語訳の プ リン トを配布 し、各 自予習 した ノー トを訂正する。

☆生徒 の習熟度 に合わせた ワー クシー トを活用 し、辞書 を使って 自ら現代 語訳す る学

習活動 を取 り入れ る。

② 作 品へ の理 解 を深め る。

ア ニ 人一組 に な り、① の確 認のため、作品 を6つ の場面 に分け させ る。

イ 各場面 ごとに、作者 の心情 を よく表現 している語句や箇所 を探す 。

ウ(1)で 掲示 した本文の拡大 コピーの用紙 を活用 しなが ら、イを集約 し、作者 と近い心 情

をもったこ とはないか、 自分 の経験 を振 り返 る。

(3)第3次(3～4時 間);作 品へ の理解 を深め る学習 。

① 作品 に自分 を引 きつけて考 え、作者の心情に迫 るこ とで、自己 を見つめ直す。

ア 物語 に夢 中になっている作者が 自分の友人であった と想定 して手紙 を書 く。

☆対象 とす る生徒 によっては、手紙の書 き方 も学習で きるワークシー トを活用する。

イ 「石山詣で」 を読み、 この ような結末 を得 た作者 と、生徒 自身の 「夢」や 「自己実現」

の問題 をか らめて感想 を書 く。

② 作 品の読解 の深化 による読みの変化 を確認す る。再 び音読 し録音 との違いを聞き比べ る。

☆生徒 の習熟度 に応 じて、同 じ人 ともう一度対面読み を行 い、 どの ような変化が見 られ

たか を指摘 し合 うとい う方法 をとるこ ともで きる。

6.指 導の工夫

(1)「 話 す ・聞 く」 「読 む」「書 く」 な どの活動 によ り、学習の活性 化 を図る。

コミュニケー シ ョン能力の深化 をめざ し、言葉 を通 した相互理 解 を深 めるため、 グルー プ

に よる学習活動 に よって、作 品を 自己に照 らして理 解 した り鑑賞 した りす る。

② 音読 を通 して、生徒 の関心 を高 め、問題意識 を喚 起する。

対面読み に より、友 人の音読 を耳で聞いて、 イメー ジを作 る。また、よ く分 か らない箇 所

を、生徒 自身で見 つけ出 し、学習 を通 して明 らかに してい く。生徒 の音読 を録音 し、学 習の

最後 の音読 と比較 して学習 の深化 を確認 し、達成感 を生徒 に実感 させ る。

(3)基 礎基本 をお ろそかに しない主体的 な学習活動 を工夫す る。

指導事項 を精選 し、内容 の読解や理解 に必要 な文法的知識 ・表現意識 を探 るの に重要 な箇 て

所 に絞 って、重点的 に学習す る。 また対象 とす る生徒の学習到達度 に応 じて、 ワークシー ト

を活用す ることで 、達成感や成就感 を感 じなが ら意欲的 に取 り組め る工夫 をす る。'

(4)動 機づけ とす るため 、主体的 な学習習慣 を養 う一助 として単元の学習 目標 と内容 を整理、'

明確化 し、学習への姿勢 と自ら学ぶ意欲の形成 に役立つ よう日々の学習 を自己評価 す る。
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7.本 時の指導(1/8)

α)本 時のね らい

① 音読 を通 して学習意欲や問題意識 を高 め、疑 問点 を見つけ る。

② 自己評価表 によって、学習内容 を明確 に把握 し、最後 に自己評価 す る。

(2)本 時の学習 の流 れ

主な学習の流れ(口 教師、L=7生 徒)

導入 として、中島みゆ きの 「夢 だ ったん
1

だね」 を聞 き、作 品 との関連を考 える。

2学 習 目標 、 学 習 内 容 を説 明 す る 。

3対 面読 みを通 して、音読の練習 をする。

4互 い の音 読 を聞 き、相 互 評価 す る 。

5
あ らか じめ本 文 に番号 をつ け た

もの を拡大 コピー して掲 示す る。

6対 面 読 み の ペ ア で 、 読 み に くい ・難 解

と感 じた所 を話 し合 い 、付 箋 をつ け る 。

7本 文 を音 読す る。

聞 い て い る 生 徒 は 、 そ の 音 読
8

に つ い て 、 評価 す る 。

9

自分の読み方を修正 し、

音読の意義 を考える。

10自 己評価 表 を記入す る。 国

教師の指導 ・援助(○ 留意点 、◆評価)

○ 歌詞 と作品 との関連 について考 え る

よ う示唆 を与 える。

○ 自己評価表 を配布 し、ね らい を説 明

し学習への 目的意識 を高め る。

○ 相手の音読 に耳 を傾け、 なるべ く良

い点 を見つけ るように指示す る。

○ 分 か りに くい箇所 を話 し合 わせ る。

◆相手 の音読 を聞いてい るか。

◆相手 に自分の評価 を伝 えてい るか。

○ 対面読みのペ アご とに付箋 を2枚 ず

つ渡す 。

○ 学習後 に もう一度音読 し、 どの よ う

な変化があ るか確かめ る予定であ るこ

とを知 らせてお く。

○ 最初 の読みで あるか ら、つ かえて も

差 し支 えない こ とを告 げてお く。

○ どうした ら正確 に音読で きるよ うに

なるのか、考 え させ る。

○ 次 回、付箋 の多か った箇所 を中心 に

学習す るこ とを予告 してお く。

(3)評 価の観点

① 音読 を通 して学習 内容へ の関心 を深め、学習意欲 を高 める ことがで きたか。

② 自己評価表 に よって、 自分が学習 した内容 を明確 に把握す るこ とが で きたか。
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8.生 徒 の学 習状況

(1>音 読について

大 きな声 では きはき読む ことをね らい として、向かい合 って音読 し、読 みを評価 し合 う。

指 名読 みの場合 よ りよ ぐ声 が出て、学習へ の集 中度が高い。つかえた り、読みづ らい箇所 、

読 めない語句 な どの話 し合 い も活発 になる。歴史的仮 名遣いな どの読 み間違 い もあるが 、 ね

らいが大 きな声 で読む ことにあ り、読解が深 まった後に どの程度 うま くなってい るかを実感

させ るため 、あえて教 師か らの指導 は しなか った。音 読の録音 は、時間や機器 などの限 界が

あ るので 、全員 の録音 はで きなかったが、で きれば全員 に実施 した い。 自己評価表に 「音読』

の記録欄 を作 り、第1時 と第8時 の比較 を記録 させ た。以下 にその例 を挙 げる。

◎生徒 による音読 の記録(2名)

■V読 心情や情景を患い浮かべつつ読む。

第

-

時

隈

初めての音読 すらすら、2～3っ かえた 命 えてばか,i

難しい所ふたっ 1臼番と 頭 番1

対面読み

で……

友人のうまい点

三柔齢 ・ぞいぞ、いて 藺 ミリ 姻 ぺ1羨.

気がついた点

1巳 事、萄 →'督h伍 所 曳 曳d→i蓑 《マい1・ 誘、汽
"

A音 読者の読みの感想
1う、こう寸弱 銭 謎 ボ ヒ1染

第

8

時

隈

B音 読者の読みの感想

つラ汎 て5わ 、り2.3畜 、たf《亀1薫L山台・郭 、庵 。

録音(A)と 比較 して、ととう変化 していたか?

以 な療 隔6b蝿C栂 憩脚 ぐも 砧 福 。碗 もひに

壷 串,・い聡.

音 読 心情や情勲 思い渤 べりり読む

友 人 の う まい 点

$、」e£〈T"r・lr,%9nr・1thK`'XtS1・rte

気がついた点 杷 深の餓 丼亨詐u為

亀'胴靴 マ蒔 …紳 り翫 叶櫨 集・IF恥 べ付 ・lr=。

録音(A)と 比較して、ととう変化 していたか?

勲 に 言棄 姶.練 収 鳳 マ"dヨ 飾 ・℃ 卜・Tピ',1閉 りY・'お硝 政

a"r"r=。 融 齢 帆 恋 め 沸 弦κうド 俘 つ7`tTLkv

(2)自 己 評価 表 につ い て

授 業 ご とに 自己 評 価 した 例 を挙 げ る 。授 業 の最 初 に 、表 の 中の テー マ欄 と① ② を記 入 し、

授 業 終 了後 に 「テ ー マ 達 成 度 」 と学 習 の 「具 体 事 項 」 につ い て 自己 評価 す る 。 第5・6時 は

開始 前 に 「具 体事 項 」 を記 入 させ て か ら授 業 に入 る。

◎ 第1・2時 の事 例(2名)◎ 第3・4時 と5・6時 の事 例

掘 膿 ご と の2隼 つ贈 ・活 動 とMt・t西

/

…

叢
目

奮 亮 ℃8縄 稽 司り「馬`」唾 尺テーマ1

/

3

,

4

隈

目

テーマ1魂 《 瀦 と 「rb声 誌 触 、糠 騨棚囎 構聴 工3
①予 習 ■ 2 3 5 備考(反 省点、難解な点なと)

軌 嚇 ちいY蔀 腔 昌 ドし秒

嘩

①予 習 ■ 2 ⑱ 4 5 備考(反 省点、難解な点など)

訣 も払 い・ 的心

②敢組姿勢 壊減 不満 まずまず 轟 完盤 ②取絶姿勢 壌減 不満 31ま 優良 完盤
③テーマ繊 壊減 不満 まずまず 優良 鵜 餅 マ繊 壌減 不満1

7ま発
優良 完盤

具

体

事

項

何をどう学ぶかがわかる. ■ 2 3 4 ⑤ 具

体

事

項

現代語訳ができる. ■ 2 (ξジ 4 5

音読 ・対面観みがきちん とできる。 ■ 2 ③ 4 5 助動詞 「む」 を理解できる。 ■ 2 3 5

わからない、難解な郁分を取り上げる. 1 2 3 4 ㊨ 教語 「たまふ」が理解で きる。 ■ 2 3 鴇 5

勧鄭薗 耐 』・熱 争曽6予t気 1 2 3 ④ 5 rじ嶺 蜷 継 乏飛竜蔦 ■ 2 (ii⊇ 4 5

/

1

e

2

隈

巨

テーマ1竜 読 ㌧ 恥 魅 翻A「 鵡 ひ訳

/

5

●

6

限

目

デー列 表現ヒナ該 伽 継 習
①予 習 ■ 2 3 ④ 5 備考(反 省点、難解な点など)

論オ託 タレし弩 豫 しτ
噛1けび璽aρ,も 。 印

Φ予 習 ■ ⑭3 4 5 備考(反 省点、難解な点など)

作 文醤3σ ぽ密 ご

≒臨 博 ζ礎 誓f～ 」宅統 印

②取組姿勢 壊減 不満 ⑳ 優良 完壁 ②取組姿勢 壊減 不満 ¢ずの 優良 完盤
③テーマ達醸 壊減 不満 ⑳ 優良 完盤' ③テ刃繊 壊減 ま尭ず 優良 完壁
具

休

事

項

何 をどう学ぷかがわか る。 ■ 2 ③ 4 5 具

体

事

項

亀麟 験魁 勲 、 ① 2 3 4

'n

5

音読 ・対面読みがきちん とできる。 ■ ② 3 4 5 撃煮蝸 将無 に齢轟 儘ひ 蛛3 ■ 2 ③ 4 5

わか らない、難解な部分 を取 り上げる。 ■ 2 ③ 4 5 緯 習 圏題 般1†さ ■ ② 3 4 5

晦 詞塾 ゆ まダ で 乏た。 ■ 2 3 ④ 5 ■ 2 3 4 5
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9.考 察

今 回の試み は、生徒 自身 に学習の 目標 を明確 に提示す ることとその達成感 を形 に して示 す

こ とで、生徒 の意欲的 ・主体的 な学習 を引 き出そ うとす る ものであ った。

現代 語 とは異 なる リズムや力強 さをもつ古 典の文体 に直接触れ る方法 と して、古 典学習 に

音 読が欠かせ ないこ とは しば しば言われる。本研究で は、文章 を読み解 く学習作業 を通 して

古 典の語彙 に触 れ、言語感覚 を磨 くことも古 典学習 の一つの大切 な側面であ ると考 えた。音

読 と内容 理解 は不可分の ものであ ることか ら、生徒 の学習到達の 目標 と して、 「上手 な音 読

をす るため に作 品を読み解 き理解す る」 ことを設定 し、授業の最初 とすべての学習終了 後 の

音読 とを比較す るこ とを試み た。

個人差 はあ るが 、一般的 に初 回の授 業での音 読は、小 さい声で 、た どた どしく、文字 を追

うのが精一杯 とい う例が多か った。それが第2次 ・第3次 の学習 を経 て、作 品世界 を 自分 の

もの とす るこ とで、かな りす らす らと正確 に読める ようになってい た。声 の張 り、抑揚 、感

情の込め方 な ど、生徒 に よっては演 出までつけて読む ことがで きた。 「読解 が で きた」 とい

うこ とが 「音読」 に も大 きな影響 を与 えるこ とが実感で きた ようである。毎 回の授業 の 自己

評価表 に 「音読」 の項 目を入 れたこ とも、常 に生徒の読みに対する意識 を喚起するのに役立 っ

た と考 え られる。LL教 室 な どを活用 し、全員が 自分の音 読 を比較 で きれば、 さらに効 果 的

で あった と思 う。条件 が整 えば、試 みたい。その他、音読 と併せ て、時間 を計 りなが ら黙 読

す る とい う活動 を取 り入れる ことも効果的 ではないか。所定の時間内 に読み終 わった範 囲 を

記録 させ る と、授業のたび に読め る範 囲が広 が り、上達感が実感で きるのではないか等 の工

夫 について、今 後の課題 と して検 討 してい きたい。

次 に、学習 目標や意図 を明確 に し、 自己を見つめ る一つの手だて と して、 自己評価 を学 習

活動 の中に取 り入れた。 自己評価 表の作成 に当たって、以下の ことに留意 した。

・今 回だけで な く、今 後の学習 において も継続 して使 えるように、形式 を簡素化す る。

・教材が変わ って も対応で きるよう、項 目をなるべ く普遍化す る。

・生徒 自身の予習 ・復習や 自主学習 にも役に立 て られる もの にす る。

・で きれば毎時 間の授業 を生徒 自ら振 り返 り、 自分 自身の成果 を確認で きる もの にす る。

また、生徒 の習熟度 に応 じて 、〔a〕 授業 ご とに自己評価する形式 、〔b〕 学習内容 ご とに

自己評価す る形式(次 ペ ージ参照)の2種 類の形式で試 みた。〔a〕 につ い ては上記 の事 例

で示 した もの(21ペ ージ参照)の 他 、後 に記す ような形式(23ペ ージ参照)で も実施 した。

自己評価 につ いては、今 回の8時 間の授業 だけで、当初のね らいが十分達成 された と結論

づ けるこ とには疑 問が残 る。 しか し学習 目標 を意識 して授業 に臨むこ とが で き、それぞれ の

学習項 目に対す る理解 の程度が一応客観化で きた。 さらに 「どこで どの ようにつ まつい てい

るか」が発見 で き、個別的な指導 が しやすい とい うメリッ トがあった。 また生徒 か らは 「定

期考査前 の学 習が効率 よ くで きた」 とい う声 もあ った。予習 に関す る項 目がある ことで、 予

習へ の意識が 高め られた り、授業結果 を記入す ることが、 よい意味での緊張感 をもた らす 効

果 もあった ようであ る。中には備考欄 に、自発的 にその 日の授 業 を振 り返 って 自分の言葉 で

反省 を記 す生徒 もいた。授 業 を重ねるにつ れ 「前 回 と比べて どうだっ たか」 「自分 の意識 し

ていた もの と比べて どうか」な ど生徒一 人一 人の中に、それぞれ基準 がで きて くるようで 、
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記入時間 も少 しずつ だが短縮 された。 自己評価 に慣れ るにつれて、生徒 自身の評価基準 も適

正化 してゆ くので はない か、 さらにそれ を踏 まえて自己 を見直 し、学習 に反映 させ る余 裕 も

出て くるので はないか と思 われた。継続 してい くこ とが必要である と感 じた。

自己評価表 につ いて 〔a〕 〔b〕 そ れぞれの形 式で試 みた結果 は以下の通 りであ る。

〔a〕 の ように 目標や学習内容 を毎 回記 入す る場合 には、生徒 の意識 を喚起す るために も、

授業 の最 後で はな く、始め に学習内容 を提示す るこ とが重 要であった。先 に示す こ とで 、重

要 な点 を意識 して授業 を受 けた り、 ノー トを とった りで きる ようにな り、授業後 には評価 を

記 入 しなが ら自 ら内容 を振 り返る態 度が見 えた りした。 また毎 時間大変 だが 、その時間 ご と

の 目標 やね らいが明確 になるので、学習習慣が身 につ く。〔b〕 の場合 には、 時間 ご との 目

標 な どは設定 しに くいが 、最初か らすでに単元の学習項 目が明示 されてい るので、毎回 の記

入の時間 も節約で きた。 また単元 と しての学習すべ き内容 が よ り明確 になるので、重要 項 目

が一 目で分か り、復習 にも効果的であった。形式 ・扱い方 ともに更に工夫 してい きたい 。今

回は 自己評価 について試みたが、客観 的に、即座 に学習成果が分かる小 テス トな どを通 して

生徒 自身に到 達度 を確 認 させ ることも、達成感や学習意欲 をもたせるための支援 になるの で

はないか とい う反省 も出た。評価 についての今後の課題 と したい。

今 回、研 究 を進めてい く中で生徒 の習熟度の差が問題 になった。そこで 、基礎学力不足 ・

成就体験不足 か ら くる 自信の欠 如
〔a〕 授 業 ご とに 自己評価す る形式

に よ り、学 習 意 欲 の希 薄 な生 徒 に

は 、 第2次 に 多 くの 時 間 を割 き、

ワ ー ク シ ー トを使 った 現 代語 訳 の

学 習 を取 り入 れ た 。 ワー ク シ ー ト

は扱 う箇 所 を精 選 し、 辞書 を使 っ

て多 義 語 の意 味 を 自 ら導 き出 せ る
〔b}学 習内容 ご とに自己評価 す る形 式

よ うな形式 を工 夫 した。 「単 語 や

助動詞の意味 を 自ら考 え、その場

面 にふ さわ しい意味 をお さえる」

とい うワークシー トのね らいが理

解で きた生徒 は、満足 で きる成果

を上げた。生徒か らは 「自力 で訳

を完成 させ るこ とがで きた時 の達

成感がた まらない」 とい う声 が聞

かれた。生徒 自身が 自 ら考 えて訳

してい くので 、理解度 や定着 度 も
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1作 者 の心境 を理解 して あげた うえで 、友人 と して思った こ とを手 紙に書 けた か。
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IVま とめ と今 後の課題

1研 究の ま とめ

今 回、自 らの学習指導 を省 みて、その多 くが教え込む ことに力点 をお く傾向 にあった こ と

に気づ いた。そ こで、本研究で は、主題設定の理由で述べ たように、生徒の実態分析 か ら、

生徒の主体的学習活動 を重視 してい くことで、授 業の方法 を転換 しよ うと試み た。

学ぶ側 か らの発想 や疑 問を大切 に し、 自 ら問題 を導 き出せ る ように援助 した。 また、単元

全体 の見通 しをあ らか じめ提示す ることによ り、生徒 各 自が課題 をイメージで きる ように し

た。

これ らの指 導 によ り、生徒 が学 ぶこ との喜びや、発見の楽 しみを味 わい、 さらなる課 題 を

自 ら探求す る姿勢 を見せ る ようになったこ とは、 自ら学ぶ意欲 を高め、生涯学 習の契機 をつ

くる ことにつなが る。 また、討論等 、他者 の意見 を知 ることは互 いの努力 や思 考 を認め合 う

こ とで あ り、 自他 の認識が深 まり、評価 し合 う良好 な関係が で きた。

言語情報 を活用する ことで生徒 の主体的 な活動 を導 こうとした実践 においては、学 ぶ意 義

につ いての認 識が深 まった。課題 について調べ るにつれて、知的探求 の喜 びや他者 の認識 と

の差異 に新鮮 な感動 や発見 があった とい う意見が多 くみ られた。討論 の場 にお いて他の意 見

を尊重 しつつ も自己の信 念を貫 く態度が見受け られた ことも、今後 の学習 の契機 になる と、

評価で きる。

現代文 を扱 った実践 では、生徒の問題意識 を生か しつつ、新 たに主 人公 とは異 なる 「第2

の人物」の立場 か ら、想像力豊か に作品 を読み直す とい う指導法 を用 い、生徒 の主体 的 な発

想 を引 き出す こ とによって、作品 を通 して 自己 を見 つめ直 して表現す る姿勢が見 られる よ う

になった。 なお、テ ィーム ・テ ィーチ ングについては、各 々の教 師の役割分担 を よ り明確 に

す るなど、今 後更 なる工夫 を検討 してい きたい。

古 典 を扱 った実践で は、音読 を通 して古 文の美 しい響 きを味 わい、作 品へ の関心 を喚 起 す

るとともに読解 の成果 を確認す るため、対 面読 みを取 り入れた。 こ うした音読 を重視 した学

習活動 は 「読 む」 だけでな く 「聞 く」 態度 に関心 を向け させ るの に も有効 であった。 自己 評

価 について は、一単元で行 うだけでは、学習 目標 を明確 にで きて も、学ぶ意欲 に まで反映 さ

せ る ことはむずか しか った。 しか し、継続 して行 うこ とで学習 に対す る姿勢 を培 うこ とに役

立つ と考 え られる。

2今 後 の課 題

研 究の過程 において、今後 の課題 としたい点 を挙 げる と、第一 は、年 間の総授業 時数の 中

で生徒 の主体 的な活動 を中心 に据 える授業 に割 り振 れる時間は、進度等 の関係 で意外 に少 な

い とい うことである。個 々の生徒 で探求の度合いに差 があ り、時 間数の設定 もなかなか予 定

した とお りには進行 で きなかった。音読等の視聴覚 施設 を活用す る と効果 的である場 合 も、

時間 と場所の調整 が難 しい。

第二 は、課題 の設定 が教科横 断的 、総合的 になる場 合、他教科 との連携が必要 である と思

われ るが実行 には至 っていない点であ る。今 後の総合 的な学習 の時間に向けて、各教科 担 当

者が、教科の枠 を越 えて共通す るテーマの指導法について研究す るこ とは、重 要な課題で あ

る。
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